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て、中間支配機構論と地域社会構造論との架橋を図ろうとした意欲的なものである。   
はじめにでは、これまでの近世幕府領研究と地域社会論研究を整理し、陣屋元村の機能と構  
造を本格的に分析した研究が皆無に近いことを確認したうえで、本論文の研究史的な位置を明  
確にしている。   








ど興味深い点が多い。   
第二章は、倉敷代官役所管下幕府領の中間支配機構について取り上げている。   
第一節は、掛屋・郷宿・用達について論じる。掛屋は幕府領の年貢廻米のための金融機能を  
果たすもので、郡中入用なども取り扱った。郷宿は管下の村々から公務で山張する人の宿を勤  










よって、郷宿の役割は、仲介・緩衝とまとめられる。   
第三節は、倉敷代官役所管下で行われた伊予銅山買請米について、その割賦と調達の実際に  







代官役所との関係で付けられたものとしている。   














肥物屋から絞油業者に渡されて手絞りされたものもあること、などが明らかにされている。   
第四節は、古着商売を取り上げる。ここでは古着商中間の活動とともに、京都・大坂一倉敷  
一九州という広い商圏を持つ魚屋弥兵衛の商売についても紹介している。   
第五節は、魚商売を取り上げる。倉敷の魚問屋には、備前国児島や備中国連島あたりから生  
魚が持ち込まれ、仲買・小売を通じて村内や周辺村々に販売されていた様子が描き出されてい  
る。   
















効な活動であったと評価されている。   
終章では本論文の総括と今後の課題が整理して提示されている占  




であった。   
本論文の特徴の第1は、幕府領支配と地域社会との結節点である陣屋元村の倉敷村に徹底し  
てこだわったことである。第2は、中間支配機構の担い手の変遷に留意しつつ、彼らの村内で  
の位置や経済活動を踏まえて支配との関わりを論じていることである。   
本論文の成果は、以下の通りである。   
第1に、幕府領研究において陣屋元村の機能と構造を分析することの意義を明確に示したこ  




と用達を兼ねていたが、後期には新興の豪農商が掛屋を担うようになった。   
第3は、伊予銅山買請米の廻送について、従来の研究が銅山の側からであったのに対して、  
ここでは地域の側からその実際を明らかにしたこと。また、その過程で掛屋が中核的な役割を  
はたしていることも明らかになった。   
第4は、従来は年番制であるとされていた郡中惣代も、実際に倉敷代官役所管下では輪番制  
であることはむしろまれで、幕府の指示にもかかわらず長期間にわたり固定的であった。とり  
わけ陣屋元村庄屋は毎年必ず就任しており、惣代のなかでも優位な位置にあった。すなわち、   
郡中惣代制は陣屋元村を離れては存立し得なかったことを明らかにしたこと。   
第5は、酒造業・絞油業・古着商売・魚売買など倉敷村における主な産業について具体的に  
明らかにした。これらは、地主経営や金融業を主とした庄屋や豪農商とは少し異なる住民生活  
の一端を示すものであった。   
第6は、倉敷村では周辺村々と比べても極端な両極分解が起こっており、その原因は代官所  
支配と結びついた庄屋（在方地主）や豪農商の経済活動が野放しにされた結果であることを指  




どを明らかにしたこと。   
第8に、豪農商の経済活動が生み出す階層矛盾の激化について、 村方騒動やノト作騒動の分析  
を通じて示すとともに、それを緩和するための救他活動についても明らかにしたこと。   
本論文は倉敷代官役所管下の幕府領という限られた対象を検討したものであるが、それは一  
事例の研究にとどまらない意義を持つものであり、今後は本論文の成果を踏まえたかたちで全  
国各地で幕府領研究が進められるに違いない。   
他方、本論文において十分でない点についてもいくつかの指摘がなされた。   
1つは、陣屋元村の内部構造の分析が、全般的な階層分解の様相と頂点的な2家の経営分析  








具体例の収集が必要である。   
4つは、在方地主と豪農商との性格の違い、前者から後者への変化の意味が地域との関わり  
で明らかでない こと。また、郡中騒動の意味やそれにともなう郡中惣代の変化について十分に  
配慮されていないこと。   
総じていえば、倉敷村以外の周辺村々の史料に基づく事例の収集が求められるのだが、それ  
は本論文の課題を越えているともいえる。今後の課題だろう。   
また、若干の事実誤謬や誤解についても指摘されたので、修正が必要である。   
しかし、以上のような点も本論文の価値と貢献を否定するものではなく、本論文は博士の学  
位にふさわしいものと判定された。   
